
3議員が自治功労表彰受賞

魅力発信交流館、あじさい祭りを視察 圏央道の早期完成をともに要望

千葉県町村議会議長会

田子町議会議員来訪 芝山町議会・多古町議会連絡協議会

　千葉県町村議会議長会より、特別自治功労表彰（議員在職18年以上）
として土井清司議員が、自治功労表彰（議員在職11年以上）として菅
澤昌則議員と土井秀敏議長が受賞し、6月5日、6月定例会の開会に
先立ち伝達式を行いました。
　永年にわたる議会活動を通じて、地方自治の振興発展に貢献したこ
とにより表彰されたものです。

　6月9日、青森県田子町議会から議長、総務・文教 
常任委員長、副委員長、委員、事務局長が来町され、
多古町魅力発信交流館を視察しました。本町議会か
らは議長、総務厚生常任委員会が参加し、交流を深
めました。
　また10日には、あじさい祭り視察後、議場を見学 
しました。

　6月20日、芝山町役場において芝山町議会・多古 
町議会連絡協議会の総会が開催されました。総会で
は、役員の選任や、平成29年度の事業報告、決算
および監査報告、また平成30年度の研修等事業計
画および予算について協議されました。
　また、両町にかかる圏央道（大栄・横芝線）の早期 
完成が図ら
れ る よ う、
引き続き要
望活動をし
ていくこと
で一致しま
した。
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　昨今、農業を取り巻く環境は厳しく、
後継者不足、また労働者も研修生に頼ら
ざるを得ないといった問題がある状況で
す。葉物野菜は農業とは関係のない企業がビルの中で生産
をし、コメにおいても銀行が水田をまとめて借り受け、会
社を設立し、生産をしています。どんどん農家が減少して
いく中、実家の仕事を継ぎ、頑張っているのは素晴らしい
事です。田畑は自然の環境により収穫量、収益が大きく変
わりますが、施設栽培は収穫量収益が安定している事、祖
父母が邦正さんを大変可愛がっていた事が地元に残り、後
継者として頑張る決意をさせたのかなと思います。これか
らも若い力が地元で活躍してくれることを期待します。た
だひとつ、こうした後継者が支援を受けられないというの
は腑に落ちませんが。� （菅澤　昌則 委員）

~interviewer,s eye~

住民生活の向上と空港周辺市町が共に発展していくために
成田空港周辺市町議会連絡協議会

　5月22日、ANAクラウンプラザホテル成田において役員会と総会
が開催されました。空港周辺に位置する4市5町の議会議員などが参
加し、役員会では平成29年度決算や平成30年度予算の認定等、また、
国や県等に対し「成田空港の成長が、住民生活環境の向上となり、そ
して、空港周辺市町が共に発展していくために、関係機関が一体とな
り、成田空港の更なる機能強化の実現に取り組まれること」を要望す
る決議を採択しました。
　総会では国土交通省、千葉県、成田国際空港株式会社から講師を招
き、それぞれ「航空行政の現状と要望について」、「成田空港周辺の地
域振興について」、「成田国際空港の現状と取り組みについて」を演題
とした講演が行われました。
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【小嶋 邦正さん】
大門在住、25 歳。家族４人と従業
員３人でヒラタケ、アワビタケを生
産。30 年以上続くきのこ農業を父
親から継ぎ、４年前から邦正さんが
主体となって栽培にいそしんでいる。
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